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Ibeiievethatheisdead．の構文
丁払裏一Clauseが，動詞の目的語として用いられる場合
と，主語として文頭に用いられる場合とでは，共に名詞
節として分叛されるのが一般であるけれど，その機能
は，かなり異なっているように感じられる。本稿では，・一
この点について考えてみたい。
1
Jespersenは，このような節（aclause containinga
StatementWhichisnotasentencebyitself，butismade
PartOfasentence（1））をContentClauseと名付け，次の
ような用例をあげている。
回　主語として
771aiheisdeadseemstoleral〕1ycertain．（彼が死
んでいるということは，はば，確実と思われる）
0）糞語（predicative）として
Theworstthingisihai he neLler anSWerS Our
ねねγ∫．（一番困ったことは，彼は，私たちの手紙
に返事をくれないことだ）
（e）動詞（2）の目的語として
Ibelievef如Hzβfgdeα〆．（彼は，死んでいるも
のと信じる）
ここで，何と（e）とを比較すると，
（∋　英語では摘めClauseが「主語領域（3）」と「述語領
域（3）」という語順の違いが，日本語では「、、、こ
とは」と「、、、と」という表現の違い（4）となって
現まっれている。
◎（e）ではthatを省く（5）ことが可能であるが（可では
不可能である。
（㊨・回では，常に，be動詞，またはそれに煩した意
味の動詞が用いられる。
などが考えられる。
ここで，（e）におけるがZめClauseの機能を探るため，ま
ず，日本語の助詞（6）「と」の用法（7）とを比較してみよう。
Ⅰ　格助詞（8）として
①　ある事柄について共存するものを示すのに使
う。
◎　動作の相手，比較の基準となるものを示すの
に使う。
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「子供と遊ぶ」「彼女と会う」「これと比べ合わ
せる」
㊥　並べて示すのに使う。
「兄と妹」「見ると聞くとは大違い」
㊥　次に来る動詞がさす動作・作用の状態や内
容（9）・名称を示すのに使う。
①　転化の結果を示すのに使う。
「通算成績は五勝七敗となった」
㊥　様子を表わすのに使う。
「にこにこと笑う」「落花は雪と降る」
㊦　内容を示すのに使う。
「日取りは来月三日と決定した」「合格おめで
とうと祝った」「もうだめだと思う（10）」
㊤く「、、、を、、、与いう（呼ぶ，名づける
等）」の形で＞名称を示すのに使う。
「長男を太郎と名づける」
Ⅰ接続助詞（11）として（終止形に付く）
①　ある事柄に引き続いて他の事柄が認められる意
を表わす。
仮定とその帰結，時間の経過による叙述，習慣
的な事などを述べるのに使う。
「君が行くと喜ばれるぜ」「その角を曲がると棟
がある」「ありのままに言うと彼は失放したのだ」
「酒を過ごすとけんかを始める」
⑧　ある事柄にかかわらず他の事柄が成り立つ意を
表わす。とも。ても。
「君が弁解しようとしまいと，悪い事は悪い」
これを「新スタンダード和英辞典」で調べてみると，
－と　①〔及び〕and・君と彼　yo－ユα乃dhe．
⑧〔共に〕wi血君と行く　go涙挽you．
⑨〔時に〕when；〔のたびに〕whenever．私が
東京に着くとl勒β乃IarrivedinTokyo，・‥そ
の子供は知らない人を見ると泣きだすThe
babycrieswheneveritseesastranger．
④〔もし、、、ならば〕if．そんなことを言う
とqyousaysuchathing，・・・
①〔たとえ、、、であろうと〕evenif；eVen
thougL　そのた鋸こ損をしようと励β乃びⅠ
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sllOuldloseit，・・・
③〔ほどに〕天にもとどけと泣いたShe cried
asぴtomovetheheaven．
とあり，福原麟太郎・山岸徳平共編「国語新辞典」で
は，
t06と（助）1．上の語を受けて，用言に続ける役目
をする格助詞。〔that〕（例）うれしいと感ずる。
2．「共に」の意を表わす格助詞。〔（together）
With〕（例）父母と旅に出る。
3．物事を並べるに用いる格助詞。〔and〕（例）
月と雪と花と。
4．仮定の条件（順接）を表わす接続助詞。〔if〕
（例）雨が降ると困るだろう。
5．動作が行われた時を表わす接続助詞。〔when〕
（例）目をさますと雨が降っている。
6．仮定条件（逆接）を表わす接続助詞。とも。
〔nomatter〕（例）雨が降ろう　と，風が吹こう
と。
－とある。これらを二・三図示すれば，
三二∴
†　　‾　　1
彼は正直だ1と
l　　　　　　†
Itbinkl伽t直垂垂二l
LI　　　　　　　1
その角を曲がる とl　棟がある。
If t youturnthecomeryouwillfindthebridge．
となる。これを最初の分類（12）に従って表にすれば，次
のようになる。
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これは，また，次のようにも整理することができる。
i）Adverbphrase　に相当するもの　　　Ⅰ①①，
Ⅰ㊥（ら
ii）Adverbclause　に相当するもの　　Ⅰ①，II②
iii）「と」がConjlユnCtion　に相当するもの　　Ⅰ①
㊥，Ⅰ㊤O
iv）Complement　に相当するもの　　　Ⅰ＠圧），I
（診㊤
ここで，iii）のⅠ①㊥〔and〕も，もともと「、、、と
而して：GK．anli，d71ia（＝OppOSite，OVeraginst）」（13）
という意味の前置詞であり，iv）のComplementについて
も，中島文雄教授は，従来の「補語」の中に「Adverbial
COmplement」という用語を用いて，副詞的な機能を認め
ておられる（14）のほ興味ある事実である。
さらに，andが「、、、と画して」から「、、、に対
して」となり，AandBは「Aであって，またそれと同
時にBである」というほかに「Bが成立するなら，それ
に対してAが成立する」という意味も現われ，andはif
のような仮想文を結びつける接続詞となった（Mod．E．
ではandのこの用法は全く絶えた）（15）という事実は，日
本語の「と」（Ⅰ①㊥とⅡ①）の用法と似ており興味深い。
とにかく，上の表からも明らかなように，「と」には副
詞的な機能をもっているのであるが，冒頭にあげた用例
（a）をBseemstoleral⊃1ycertainthatheisdead．と変形す
ることが可能（むしろ普通）であるのに対して，（e）を
工think克．とすることは不可能（16）（ただしIthink班が．
ほ可能）であり，ItIlink肌（否定形はIthink乃扉．）と
なる（17）ことからも（C）におけるthai・Clauseには，副詞的
な性格を内在させていると言うことができよう。
このことから，摘出－Clauseは，次のようなことが可能
になってくる。
①　自動詞とも結びつく（18）。
工αgrgethatitwasamistake．
Hecomやlainedthathehadbeenunderpaid．
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?→
Heinsisfs that he was nowhere near the scene
oftbecrime．
Herdoicedthathehadwonthefirstprize．
Iwi1lseethateverythingisreadyintime．（計
らいましょう）
CanyousuJearthattheaccusedmanwasatyolユr
houseallFridayevening？
Heboasiedthatnoone had ever beaten him at
chess．
㊥　形容詞や過去分詞とも結びつく（19）。
Areyouawarethatyouaresittingonmyhat？
Areyousurelceriain，COがdent〕thathe，shon－
est？
Sheisglad〔delighted，SurP｝■ised〕thatyouare
notgoingabroad．
I’ms刀グッthatyoucan，tcome．
TheyweredisaMoiniedthatyouwereunableto
Wewereallanxiousthatyoushouldretlユrn．
㊥　7切払Clauseの前に用いられる他動詞の他動詞性
（transitivity）を弱める。
Catscatchmice．において，CatChという他動詞
は「捉えるもの（＝mtS）」と「捉えられるもの
（＝mice）」の両方を含蓄している。つまり意味
上，相関関係（correlative）（20）を含んでいる。こ
の他動詞性の有力な条件の一つである相関関係
が，次の例からもわかるように，班虎－Clauseでは
弱められる。
（d）Iconsiderwhalhesaid（tobe）oflittleimpor－
tance．
（e）Weconsiderihaiyoua7・enOtioblame．
上の（d）を，
（dつ　Tmathesaidisconsideredtobeoflittleimpoト
tance．
と変形できる（21）のに対して，（e）を，
（eつ　771aiyollarenOlioblameisconsidered（byme）．
とすることはできない。これは，同じconsiderでも（e）
における相関関係の方が（d）におけるそれよりも弱いこと
を示している。（e）は，むしろ，Itisouropinionthatyou
arenot toblame．に近い意味であって（22），この場合の
COnSiderは，意味上はbe動詞（自動詞）に接近してい
ると考えられる。
2
大塚高信・寺川美夫・河村重治郎掃「カレッジクラウ
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ソ英和辞典」でtobetをみると，
－V・t・1（金を）かける（stake）；（人と）かけ
る；－
betapersonon－、、、で人とかける
betlOdollarson〔against〕ahorse　馬に十ドルかけ
る
IwillbetyotlapOund．きみを相手に一ポソドか
けよう。
Hebetme5dollArsIcouldnotsucceed．彼は五ド
ルかけてわたしは成功できないと言った。
2　きっと、、、だと思う　‥－
Ibethe’11belate．きっと彼は遅刻するだろう。
とある。この2番目の「きっと、、、だと思う」という
用法は，英和辞典では，あまりのせていないようである
が，Wg如才er’JT妨′d抽相加er乃α才わ乃α7月gc如刀αり，（S．Ⅴ．
BET22a）にも，
tomaintainwithorasifwithabet
＜Ⅰ’11－thathewillt）eelected＞
という説明と用例を示している。Hawtborneの∵乃混血－
7bJd7bJe古の中から例をあげてみよう。
“Hist！－Do youseethatbundleunderhis
head？‖
Theothervillainnodded，winked，andleered．
”Pllbeiyouahornof brandy，”said，the first，
“thatthechaphaseither a pocket－book，Ora Snug
littlehoardofsmallchange，StOWedawayamongst
hisshirts．Andifnotthere，WeShall finditin his
pantaloonspocket．”
（「しっ－どうだい，枕にしているあの包みは」
相棒は，．うなずき，眠くばせし，流し目をした。
「遣ってたらプランディ一杯賭けるぜ」最初の男
は言った。「やつは，かなりの小銭を財布か，シャ
ツの中に持ってるに違いねえ。そこになけりあ，ズ
ポソの中だ」）
このように，「主語＋動詞十拍扉－Clause」の構文では，動
詞は他動詞性を弱め，ihai－Clauseは副詞的性格を帯びて
くるのであるが，この構文に用いられる動詞は，「思考
動詞」（23）か，上例のもetからもわかるように，もともとそ
うでなくても，この構文に用いられると，本来の意味を
弱めて，思考動詞化することが多い。このような例は，
とくに，現代アメリかJ、説に多く兄い出されるのである
が，尾上政次「現代米語文法」（p．90fL）には，その豊
富な用例があげられているので，ここでは，同様の例を
0．Henry，A肋乃fc紗α7月密Orfから三つだけ引いてみ
よう。
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AtdinnerIasked a Negro waiterif there was
anythingdoingintown・Heponderedgravelyfora
minute，andthenreplied：HWell，boss，Idon，treally
reckonthere｝sanythingatalldoin｝aftersundown・‖
（夕食のとき，私は黒人の給仕人に，町に何か催し
ものはないかときいてみた。彼は，しばらく考えて
いたが，やがて答えた。「そうですなあ，旦那。日が
沈んでからじゃ，本当に催しものなんざないと愚公
呈宜だよ」）
Atthereassuringshouts，HKyaryouanywherein
thetown，boss，fuhfiftycents，HIreasonedthatI
wasmerelyaHfareHinsteadofavictim・
（「旦那。五十セント出して下さりゃ町中どこへで
も御案内しますよ」としつこく叫び立てる声を聞い
て，私は，これは，やっつけられるのではなくて，
自分は，ただの「客」なのだということがわかっ
を。）
“Ijudg凛thatsheisprettyp。Or，”Isaid・“She
hasn・tmuchmoneytospeakof，hasshe？‖
（「あの娘は，大分貧乏してるようだ垂」と私は言
った。「金というほどの金は，持っていないんだろ
う？」）
また，Sayというような動詞も，このような構文で用
いられると，
Toutterorpronounce（aspecifiedwordorwords，
oranarticulatesound）（24）
という本来の意味から「思考の結果としての伝達」とい
う意味
To declare or statein words（a speCified fact，
thought，OPinion，Orintention）withobjectaclause
（introducedbythai，Orwithellipsisofihal）（24）
を帯びてくる。
B．Russellの7伽cm叩頭旬日鞄紺地がから例をあ
げよう。
Thereisanotherdifference，SOmeWhatmoresubtle，
betweentheattitude towardslife thatI havebeen
recommendingandthatwhichisrecommendedby
thetraditionalmoralists．The traditionalmoralist，
forexample，wi1lsaythatloveshouldbeunselfish・
Inacertainsenseheisright，thatistosay，itshould
notbeselfishbeyondapoint，butitshoudundoubt－
edlybeofsuch anaturethatone，Sownhappiness
isboundupinitssuccess・
（これまで，私が奨めてきた人生への態度と従来の
道徳家によって奨められているものとの間には，も
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う少し微妙なもう一つの違いがある。例えば従来の
道徳家は，愛は利己的なものであってほならないと
量iであろう。ある意味で，それは正しい○つま
り，ある程度以上に利己的であってほならないとい
うことだ。しかし！その愛は，自分自身の幸福が，
その愛の成就と密接な関係にあるような性質のもの
であるべきことは疑うことはできない）
また，思考作用が行われるために，
Ⅰざα甜himleavethe room．（彼が部藍を去るのを
星を）
のように，肉体的感覚（physicalpercepti。n）を表わす
動詞も，
Isawthathedisapprovedofwhatweweredoing・
（彼がわたしたちのしていることに不賛成であると
見て取った）
のように，精神的知覚（mentalperception）を表わすよ
うになる（25）。
3
Ithinkihatheisdead．のような構文においてthatは
しばしば用いられない。これを，thatの「省略」と考え
るのは，
IncombinationslikeHIthinkheisdead”itishisL
toricallywrongto say thattheconjunction thatis
omitted．BothHIthinkheisdead”and日工thinkthat
heisdead”areevoIved out of originalparataxis of
twoindependentsentences：HIthink：heisdeadH
andHIthinkthat：heisdead．”
Inthesecondthewordihal，Whichwasoriginally
the demonstrative pronoun，WaSaCCentuallyweak－
ened，aSShownalsoin the vowel，Whichis now
usually〔a〕and not〔a5〕asin the demonstrative
pronoun，andthisweakenedthalcametobefeltto
belongtotheclauseinsteadof，aSOriginally，tOWhat
preceded，i．e．itbecamea“conjunction・”（26）
とJespersenの指摘する通り，歴史的には正しくない。
この構文においてthatが用いられないことについては，
Itmaybeusefultogivetentativelists，tOWhich
everyonecanmakeadditionsforhisownuse，Ofvetbs
that（1）preferihaiexpresSed，（2）preferthaiomitted，
and（3）varyaccordingtothetoneofthecontext・
（1）7伽fisusualw血h
agree，annOunCe，argue，aSSume，aVer，Calculate，
conceive，COntend，hold，indicate，1earn，maintain，
observe，reCkon，remark，State，SuggeSt，
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（2）77talisunusualwith
believe，daresay，preSume，SuPpOSe，think，
（3）771aiisusedoromittedwith
betold，COnfess，COnSider，declare，grant，hear，
know，PerCeive，prOPOSe，Say，See，understand（27）．
とFowlerはじ臥多くの学者の措摘する（28）ように，動
詞自身の慣用や「接続関係が明らかな場合，短かい文な
どで，口語体に多い」（29）というような文の性質によるこ
とは事実であろうが，thatの有無を実際に当ってみたと
ころ，RRussell，meCの叩‘e5相月物言刀egg（論文詞の
もの）でも，
A・MilneトⅣ扉7微がJ仁朗加淘”（会話体の多い，掛、
文体のエッセイ）でも，
という結果が得られた（30）点から考えても，一概に「be－
lieve，think，SuPP。Seなどでは，thatをとらないのが普
通である」（31）と言い切るのは危険であって，
In many cases theinsertion or omission oflhai
maydependonindividualormomentaryfancy，in
Whichrhythmicalconsiderstionsmayalsoplaysome
role（32）．
と考えるのが，まず，穏当なところであろう。
次のように，同一著者の同一箇所で，thatの有る文と
無い文とが続いているのは，これを裏書きするものであ
る。
Idonotlhinkthereisanyrealreasonwhyparents
Shouldderivelesshappinessfromtlleirchildrenthan
theydidinformertimes，althoughundoubtedlythis
isthecaseatpresent．NordoIthinkihaithereis
anyreasonwhy parents should fail toincrease the
happinessoftheirchildren．
－B・Russell，771ccOnqlLeSlqf助如iness
（親が昔ほどに子供から幸福を感じていない－そ
れは疑いもなく，今日の現状なのであるが－とい
うことに正当な理由があるとは，私には思われな
い。また，親が子供の幸せを増進できないという理
由もどこにもないと思う。）
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同じような文構造でありながら，最初の文のthinkに
はthatがあり，次の文のthinkにはthatがない。
（f）Ithink挽αfゐβゐ曲αd．
（幻Ithink加わ由αd．
（f）では，斜字体の部分が従属節であることは，形の上
で明瞭であるが，（幻では，その′鮎がはっきりしなくなっ
ており，加わ♂α♂の従属性は弱まり，Ithinkと加わ
dgαdとはむしろPamtaxisの関係に近づいているように
感じられる。これを意味の面から考えてみると，
YoubeiI，dliketobethere！
のようにthatが用いられない構文では，betはⅠ，dlike
tobethereを目的語とは感じなくなり，自動詞化し，さら
にyoubet＝Ofcourse！surely！（33）のように惑語化する
傾向にあることからも分かるように，意味の重点は，主節
のIthinkから従属節の如才ぶ血dの方に移っているよ
うに思われる。従って，カgfg血♂は従属節と言うよりも，
それ自体，absolutefunctionをもつ独立したSentenCeに
近く，意味上はIthinkがSweetの言うAdverbsof
assertion（34叱似た機能を果していると思う。類例を二・
三「カレッジクラウン英和辞典」からあげてみよう。
1）でα∽わJdyouhavebeenill．（ご病気だったそうで
す申）
2）Icaniell）・Ou，itisdifficult・（確かにそれはむず
かしい）
3）Idon’tlikeit，IIcllyou・（ほんとにわたしはそ
れがきらいです）
4）I’llielliheworldwesucceeded・（断然われわれ
は成功した）
5）Idaresayyouare right・（たぷんおっしゃると
おりでしょう）
6）You，Zdaresqy，thinkotherwise．（おそらくき
みはそう患わないだろう）
7）Godknou，S（＝aSSuredly）hisfaceturnedpale．
（確かに彼の顔はまっさおになった）
なお，P・0・D・ではIt llyou，Icantellyou，letme
tellyouを“formsofas everation”と注記している。こ
のように，主節がその独立性を失ない，意味上は副詞
（熟語）化することから，文頭だけではなく，文中（6）や
文展（3）に来たり，文頭でも，その間にCOmma（2）を匿い
たりすることができる。これは，これらが文中の他の特
定の語（旬）に属していないためであって，この場合，
Kruisingaの言うSentenceadverb（35）に近い機能を発達
させているとも考えられる。次に，Ithinkが文中と文
尾に来る例を一つずつあげる。
Tomakebeautytheaimandendoflifeis，Ithink，
長野県短期大学紀要
alittle foolish：itis a fair－Weather doctrine which
canbeofsmalluseinanyunusualstress・
－S．Maugham，A研イfgクノ古的わあ㈲烏
（美を人生の目標や目的にするのほ，いささか馬
鹿げていると思う。それは，何か異常な抑圧を受け
るとあまり役に立たなくなる御都合主義の教義だか
らである）
HOnlymustardisn｝tabird，HAliceremarked・
HRight，aS uSual，H said the Duchess：Hwhata
clearwayyouhaveofputtingthings！‖
“It，samineral，Zihink，”saidAlice・
－LCarroll，＾／fce，S▲1dueZltL・）・einllbTtderlE17Zd
「ただ，からしは鳥じゃないわ」とアリスは言っ
た。
「ぉっしゃる通り」公爵夫人は応えた「あなたは
本当にものの言い方がはっきりしている」
「鉱物だと思うわ」アリスは言った○
このような性格を持ったihal－ClauseをJespersenは，
Thesecla11SeSarenOtreallynolユnSOrSul⊃StantVeS，
buthaveonlyonequalityincommonwithsubstan－
tives．（36）
という理由から，NounClauseと呼ぶことに反対し，新
しくContentClauseという名称を用いるよう提唱した
ことは，蓋し，蕎隈と言うべきであった0
しかし，「主語十動詞十仏罰トClause」の構文における
fゐαf－。Iauseも，主語として文頭に用いられた加古－Clause
と同じ名称（ContentClause）で呼んだのは≪この節に
は，副詞的な機能が内在していること，しかも他の従属
節と比べて独立性が強く，この傍向はその程度が進め
ば，that無しで主節を副詞化し，自ら纏まった意味を表
わしてSentenCeとしてのabsolutefunctionを持つよう
になる≫というこの節の持つ性格に日を向けないSWeep‾
inggeneralizationであったと言わなければならない0
〔注〕
1．Jespersen，Esseniials§33・11・
2．この場合，懸念（fear）を表わす動詞の後では，
Itrembled．lesitheyshouldsee us・のように用いられ
ることがある。Cf．Jespersen，Essenlials§33・11
3．Birdssing．のような文において，Birdsの占める位
置が「主語領域」，Singのそれが「述語領域」と言わ
れるものであって（石棟幸太郎「英文法論」pp・464－
65参照。），両者の語順は，ほとんど固定しており，特
別な場合を除いて，この順序は変わらない0
主語領域にある語は，他の条件に優先して主語とし
第22号1967
ての力をもつようになる。例えば，
Marysawhe．とMesawMary．をnativespeakers
に訂正させれば，恐らく，Marysam放れJsaw
Mary，と直しHesawMary．Marysawme・とはし
ないであろう（Cf．Gleason，A7…加わり血cgわ乃わ
かegCr研〃βエ乃gまめffcgp．140）。
これは，nativespeakersの文法意識において，
DeclensionがPressureofPositionによって無力化
されることを示す例と言えよう。
4．（e）を教室英語で，よく「彼は死んでいる主＿皇旦信じ
る」などと訳すことがあるが，これは「このClauseが，
他動詞の目的語として用いられた名詞節である」とい
うことを教えるためのmeanSであって，日本語とし
て，自然な訳であるとは言えない。
5．．「tbatの省略」と考えるのは正しくない。これにつ
いては，〔注（26）〕参照。
6．これを，楷定の助動詞「だ」の連用形とみる学者も
いる。時枝誠記「日本文法（口語粛）」p・183参照。
7・芸晶太憲「岩波国語辞典」による。
8．おもに名詞・代名詞につき その文節が他の文節と
どう関係するか，つまり旬の成分としてどんな資格に
立つかを示すもの。（例）が　の　に・を
「岩波国語辞典」（p．1095）参照。
9．国立国語研究所編「現代語の助詞・助動詞－用法
と実例－」（p．102）では，さらに詳しく「次に来る
動作・作用（観察・思考・意向・決心・命令・雷表な
どの精神作用）の内容を指定する」とある0
10．この場合，「それは火事だと，駆け出した」のよう
に，その動詞を省略することもある（「岩波国語辞典」
（p．703）参照）。英語では，動詞を省く代わりに「と」
にあたるtbatがしばしば用いられない○
しかし，英語でも，心理描写の手法として，小説な
どでよく用いられる所謂「描出話法」では，伝達動詞
の用いられないことが多い。描出話法については，
Jespersen，Philos噌hyqfGrammar（p・290ff・）参照0
11．あとの句と結び合わせるために，文中の句の未に使
い，両句の述べる事柄の関係を示すもの。（例）ば
から　て　　　　「岩波国語辞典」（p・1095）参照。
12．「岩波国露辞典」の「と」では，Ⅰ㊥として＜動詞
の連用形十と＋上と同じ動詞の形で＞強調した言い方
「ぁりとある（＝あらゆる）人」などの用法をあげて
いるが，これは見出しにもあるように，古語・文語に
属するので，ここでは省いた。
13．Wyld，U．B．D．S．V，AND
14，中島文雄「英文法の体系」p．163ff・，p・174ffりp・184
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打．
ほ大塚高信「史的解説高等英文法」（p・323乱）参軋
16・Cf・Sweet，N・E．G．§377
17・Cf・Hornby，AGz‘通わPαfggr乃gmd偽αggg花助g一
払沌§22C．
18．fagd．§35C．
19・路辺．§84も．
20・福村虎治郎教授は「英語態（Voice）の研究」（p．79
借りで「動作の方向性」という言葉を用いておられ
る。
21・Hornby，Pα伽′乃g§15a．
22・Hornby，エ且且a s・Ⅴ・CoNSI。ER④
23・佐々木帝政教授は「英文稗成法」（四訂新版p．13紺．）
で，この碑文をとり得る動詞は「意殊の上から見る
と，大体次の二竃に分頓出来るように思われる」とし
てthink塾とsay型とをあげておられる。
（a）Think，COnSider，SuPPOSe，aSSume，believe；gueSS，
imagine，fancy，dream；intend；hope，wish，eXPeCt，
fear，doubt；feel；marVel，WOnder（驚く）；regret
（残念に思う）；know，learn，fipd，discover；See，
realize｝understand；hear｝nOtice，perCeive，Observe；
Show，PrOVe；remember，remind，forget，etC．
（b）Say，tell，remark，State，declare，rePly，anSWer，
report；eXPlain；teaCh；advise，SuggeSt，prOPOSe｝
Warn；Cry，Shout，Whisper，murmur；COmPlain；
SWear｝PrOmise；aSSure；admit，agree，deny（デナ
イと言う）；COnfess；add，COnClude；Order，demand，
request；insist，prOteSt；pretend；mean，imply，hint；
Pray，etC．
ここで「思考動詞」というのは，このような動詞
に対して，筆者が仮に名付けたものである。
なお，吉川英夫教授は「英文法詳説」（増補改訂版
p・503）で＜「認識」及び「伝達」の意味を表わす他
動詞である＞とされ，中島文雄教授は「基本文型」
（現代英語教育講座　第6巻　p・38）で＜「思考」，
「告知」，「情意」を意味する他動詞である＞とされ
ている。
24・〇・且a s・Ⅴ・SAYVIB．1，2
25・Hornbyトa地物■〝∫§16a
26・Jespersen，MIE・G・Ⅲ§2．3．
27・Fowler，A久且抗2p．624
28・Jespersen，〟且G．Ⅲ§2．32
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Palmer，幼鳥g乃助〆最，§424
Hornby，Pα〃〝乃ぶ，§22a
29・大塚高倍縮「新英文法辞典」p．278
30・共に，「南雲生坂」について最初の100ページについ
て調べたものである。なお，この方面での研究として
は，未見ではあるが，膨大な資料に基づく実態詞査
VirginiaMacDavid，“TheAlternationof‘m。t）and
ZeroinNounClauses”Ame7・icanみeech（May，1964）
は有力な資料となるものと思われる。
31・清水　護縮「英文法辞典」p．403
32・Jespersen，ME・G・Ⅲ§2．3，
33・抱月α感β乃励〝∫e批め乃叩げ肋助〆ねカエα〃gZJクが
S．Ⅴ．BETV．i．2
34・Sweet，NIE・G・§350　ここでは，とくにasseverati。n
を表わす副凱surely，Certainly，aSSuredly，truly，
undoubtedly，indeed，Perhaps，pOSSiblyなどがその主
なものである。
35・Cf・Kruisinga，Handbook§2235fL
36・Jespersen，肱鼠G．Ⅲ§2．1
なおZandvoortはHandbooh（§615H．）で，Noun
Clauseという名称を避U，これをSubjectClause，
ObjectClause，PredicateClause，Predicativ。Cla。Seと
いう名称を用い，ObjectClauseをさらに，
Objectclausescontaineitherastatement（includ－
ingtheexpressionofadesire），OraqueStion．Th。
formermaybeintroducedbyihat，Ortheymaybe
non－introduced；thelatterareintroducedbythesame
WOrdsaspronominalquestions，Or，inthecaseof
Verbalquestions，byそ／OrWheiher．
Thesetwokinds。fobject－Clausesmaybeden。ted
respectivelyasDEPENDENTSTATEMENTSand
’▼DEPENDENTQUESTIONS．（§644）
と二つに分類しているのは，より実態に則した分類で
あると言えよう。．
本稿を草するに当って，吉川勇夫教授の「目的語と
しての〟はムclause」（英文法シリーズ　第21巻　pp．39
－42），空西哲郎教授の「Ithinkheisfoolish」（教室
英文法シリーズ　第6巻　pp・143－149）の所説には
啓発されるところが大きかった0心から御礼を申し上
げたい。　　　　　　　　（1967・9．15）
長野県短期大学紀要
